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９
月　

日
、　

日
の
２
日
間
、�
い
し
か

１４

１５

わ
の
秋
ま
つ
り
�
石
都
々
古
和
気
神
社
例

大
祭
が
執
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

石
川
町
の
秋
の
風
物
詩
と
し
て
、
多
く

の
人
出
で
賑
わ
う
こ
の
祭
り
は
、
五
穀
豊

穣
、
無
病
息
災
、
家
内
安
全
を
祈
願
す
る

た
め
、
毎
年
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

初
日
は
神
社
に
お
い
て
例
大
祭
が
執
行

さ
れ
た
後
、
御
神
体
を
御
神
輿
に
移
し
、

当
番
町
の
氏
子
に
見
守
ら
れ
御
仮
屋
ま
で

下
が
り
、
浦
安
の
舞
や
各
町
か
ら
の
奉
納

を
受
け
ま
す
。
翌
日
は
天
狗
が
御
神
輿
を

先
導
し
て
行
列
を
導
き
な
が
ら
各
町
を
お

祓
い
し
て
歩
き
、
夕
方
に
は
御
神
体
を
祀

っ
た
御
神
輿
が
神
社
に
上
が
り
ま
す
。

　

こ
こ
か
ら
が
祭
り
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
。

　

各
町
か
ら
の
神
輿
を
担
ぐ
人
た
ち
の
熱

気
は
最
高
潮
。
連
日
の
疲
れ
も
忘
れ
『
セ

イ
ヤ
ー
、
セ
イ
ヤ
ー
』
の
か
け
声
が
響
き

渡
り
ま
す
。
神
輿
の
一
行
は
ク
リ
ス
タ
ル

ロ
ー
ド
に
場
所
を
移
し
、　

数
基
の
神
輿

１０

が
所
狭
し
と
立
ち
並
び
、
花
火
の
合
図
と

と
も
に
一
斉
に
も
み
始
め
ま
す
。

　

威
勢
の
い
い
担
ぎ
手
た
ち
と
、
そ
の
勇

壮
な
神
輿
の
も
み
合
い
は
夜
遅
く
ま
で
行

わ
れ
、
大
勢
の
観
衆
を
魅
了
し
ま
し
た
。
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新装された舞台での披露

気合いのこもった舞踊の披露

巫女による、浦安の舞の奉納 ぼくもみんなと踊るよー

天
狗
様
の
先
導
で
、神
社
か
ら
御
神
体
が
御
仮
屋
に
…
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FEATURE　ARTICLES集�特�

町の家計簿
総額１２５億円の使いみち
町民一人当り収めた税金は８６，１４２円
町民サービスには一人当り３８９，０６８円使われました

（

）

平
成　

年
度
歳
入
歳
出
決
算
が
、
9

11

月
の
定
例
議
会
に
お
い
て
認
定
さ
れ

ま
し
た
の
で
、
主
な
内
容
に
つ
い
て

お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

一般会計
＜歳入＞７８億６，４１９万円

（前年度対比１０．６％増）

＜歳出＞７７億５，２９５万円
（前年度対比１０．５％増）

歳
出
決
算
総
額
は
１
２
５
億
３
、１
８
３
万
円

　

平
成　

年
度
の
町
の
財
政
運
営
に
つ
い
て

１１

は
、
町
税
等
の
収
入
が
伸
び
な
や
む
な
か
、

事
務
経
費
の
削
減
、
合
理
化
に
努
め
、
最
終

的
に
基
金
を
取
り
崩
す
こ
と
な
く
限
ら
れ
た

財
源
の
な
か
、
健
全
財
政
の
運
営
に
努
め
る

一
方
、
国
の
少
子
化
対
策
、
緊
急
雇
用
対
策
、

そ
し
て
町
内
全
域
に
被
害
を
被
っ
た
「
７
・

　

豪
雨
災
」
の
復
旧
等
、
町
民
生
活
全
般
に

１３わ
た
る
諸
施
策
を
推
進
し
ま
し
た
。

　

一
般
会
計
の
決
算
で
す
が
、
歳
入
は　

億
７８

６
、
４
１
９
万
円
、
歳
出
は　

億
５
、
２
９

７７

５
万
と
な
り
前
年
度
と
比
べ
る
と
歳
入
で

　

・
６
％
、
歳
出
で　

・
５
％
の
増
と
な
っ

１０

１０

て
い
ま
す
。
歳
入
歳
出
差
引
額
は
、
１
億
１
、

１
２
４
万
円
で
翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財

源　

万
円
を
差
し
引
い
た
実
質
収
支
は
、
１

８８
億
１
、
０
３
６
万
円
と
な
り
、
前
年
度
の
実

質
収
支
を
差
し
引
い
た
単
年
度
収
支
は
、
２
、

２
３
１
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
入
の
主
な
内
容
は
、
町
税
で
は
法
人
税

が
景
気
低
迷
に
よ
り
前
年
度
と
比
べ
減
少
す

る
も
の
の
、
固
定
資
産
税
、
た
ば
こ
税
が
増

額
と
な
り
、
町
税
全
体
で
は
０
・
１
％
の
増

と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
各
種
交
付
金
に
お
い

て
も
、
国
内
景
気
の
影
響
か
ら
地
方
消
費
税

交
付
金
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
、
自
動

車
取
得
税
交
付
金
が
前
年
度
と
比
べ
減
少
す

る
も
の
の
、
地
方
交
付
税
、
地
方
譲
与
税
、

自
動
車
重
量
譲
与
税
が
増
加
し
、
歳
入
全
体

と
し
て
対
前
年
度
比　

・
６
％
の
増
と
な
り

１０

ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
内
容
は
、
介
護
保
険
制
度
の

導
入
に
伴
う
老
人
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

の
建
設
や
地
域
の
自
主
的
な
地
域
づ
く
り
を

支
援
す
る
地
域
づ
く
り
支
援
事
業
、
ま
た
学

校
教
育
の
環
境
整
備
を
推
進
す
る
一
方
、
農

村
総
合
整
備
事
業
、
基
盤
整
備
促
進

事
業
な
ど
農
道
の
整
備
、
町
道
の
新

設
改
良
、
そ
し
て
災
害
復
旧
の
事
業

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

歳
出
決
算
額
の
性
質
別
経
費
の
構

成
比
は
、人
件
費
、補
助
費
な
ど
消
費

的
経
費
の
占
め
る
割
合
は　

・
５
％
、

５６

普
通
建
設
事
業
、災
害
復
旧
事
業
な

ど
の
投
資
的
経
費
は　

・
８
％
、公
債

２１

費
、
積
立
金
、
繰
出
金
な
ど
そ
の
他

の
経
費
は　

・
７
％
と
な
り
ま
し
た
。

２１

　

こ
れ
ら
一
般
会
計
と
特
別
会
計
及

び
水
道
事
業
会
計
を
併
せ
た
歳
出
決

算
額
は
総
額
で
１
２
５
億
３
、
１
８

３
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

教育費�

42,047円�43,936円�

土木費�

26,872円� 51,989円�

総務費� 農林水産業費�

45,184円�

消防費ほか�

平成１１年度決算

歳入�

歳出�

民生費�
15億4,402万円�
（19.9%）�

消防費ほか�
10億3,599万円�
（13.4%）�

町税�
17億1,656万円�
　　　　（21.8％）�

衛生費�
10億4,102万円�
　　　（13.4%）�公債費�

9億8,268万円�
（12.7%）�

総務費�
9億39万円�
（11.6%）�

農林水産業費�
8億7,551万円�
（11.3%）�

教育費�
8億3,787万円�
（10.8%）�

土木費�
5億3,547万円�
（6.9%）�

分担金及び負担金など�
8億202万円�
（10.2%）�

町債�
6億8,790万円�
（8.7%）�

国庫支出金�
5億8,682万円�
（7.5%）�

県支出金�
5億2,465万円�
（6.7%）�

地方譲与税など�
5億2,902万円�
（6.7%）�

地方交付税�
30億1,722万円（38.4%）�

依

存
財源（68％）

自主財源（32％）
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◆平成１１年度の主な事業◆

z 歴史が息づくのびやかな人と文化のまちをつくる   　  ３億２，３２４万

国際交流事業
学校コンピューター整備事業
外国青年招致事業など

明日を拓く
のびやかな人づくり①

町史編纂事業
芸術文化振興事業
女性の翼海外派遣事業など

歴史が息づく文化づくり②

x活気あるたくましい交流のまちをつくる　      １０億２，８９４万

定住促進事業
道路整備事業
地域インターネット整備促進事業など

ふれあいと活力を高める
基盤づくり①

中山間地域活性化推進事業
農業振興事業
中小企業育成事業など

時代変化にたくましい
産業づくり②

b　町民総参加によるまちづくり　                      ３，５０６万

地域づくり支援事業
まちづくり後継者事業など

町民総参加による
まちづくり①

c 健やかで生き生きとした長寿福祉のまちをつくる　 ４８億５，６０９万

保健センター運営事業
各種予防接種・検診事業
老人保健推進事業

生涯を通じた健康づくり①

老人デイサービスセンター建設事業
介護保険事業
医療給付事業など

心のかよう福祉の
まちづくり②

v 自然が彩る美しく快適なまちをつくる        １８億３，９３４万

住宅団地造成事業
簡易水道事業
合併浄化槽設置整備事業など

質の高い快適な
住環境づくり①

急傾斜対策事業
消防設備整備事業
災害復旧事業など

安全な生活づくり②

●特別会計

歳　出歳　入会　計　名

１３億８，７２１万円１５億３７６万円国民健康保険

２０億５，７５１万円２０億８，５５３万円老人保健

６６万円１，０７６万円母畑財産区

６４万円１，１４４万円中谷財産区

２４万円４８万円石川地方町村心身障害児
就学指導審議会

２８７万円３，６５９万円土地開発事業

３５６万円４５６万円鳥内工業団地給水事業

８億２，６０５万円８億２，７４４万円簡易水道事業

６，３９１万円１億７９万円宅地造成事業

９，７８５万円９，７８５万円地域振興券交付事業

民生費�

77,484円�

公債費�

49,314円�

衛生費�

52,242円�

町民の負担と町民サービス�
�町税は、町民１人当たり86,142円１
世帯当たり310,240円となりました。�
�町民サービスには町民１人当たり
389,068円１世帯当たり1,401,220円
が使われたことになります。�

●水道事業会計

２億８，１５０万円営業収益

収
入

収益的収支

１３５万円営業外収益

２億８，２８５万円計

１億８，９６０万円営業費用

支
出

４，１４５万円営業外費用

３２万円特別損失

２億３，１３７万円計

４１０万円建設負担金

収
入

資本的収支

６００万円国庫補助金

１，０１０万円計

７，５９２万円建設改良費

支
出 ３，１０９万円企業債償還金

１億７０１万円計

資本的収入額が支出額に対して不足する９，６９１万円は、当該年度損益
勘定留保資本金等で補てんしました。
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公
表
し
ま
す

町
職
員
の
給
与

　

町
職
員
の
給
与
は
、民
間
給
与
の
調
査
に
基
づ
く
県
人

事
委
員
会
の
勧
告
お
よ
び
国
や
他
の
地
方
公
共
団
体
な

ど
と
の
均
衡
を
考
慮
し
つ
つ
、
町
議
会
の
議
決
を
経
て
、

条
例
で
定
め
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
一
般
行
政
職
員
、
技
能
労
務
職
員
な
ど
２
１

９
人
に
給
与
を
支
給
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
状
況
は
、
次

の
と
お
り
で
す
。

　

な
お
、
こ
こ
に
用
い
て
い
る
数
値
は
、
平
成　

年
４
月

１２

１
日
現
在
の
「
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
」
及
び
「
地

方
公
共
団
体
定
員
管
理
調
査
」
等
を
基
に
し
て
い
ま
す
。

z人件費の状況（平成１１年度一般会計決算）

人件費率
(B/A)人件費 (B)実質収支歳出額 (A)住民基本台帳

%
２４.９

万円
１９２，９６６

万円
１１，０３５

万円
７７５，２９５

(１２.３.３１現在 ) 人
１９，９２７

x職員給与費の状況（平成１２年度当初予算）

内　　　　訳
給　与　費 その他手当

（退職手当を除く）期末・勤勉手当給　　料

１２７，４０７３９８，５４６８４７，９５８（千円）
１，３７３，９１１

９.３２９.０６１.７比率 (%)

c平均年齢及び平均給料月額の状況

平均給料月額平均年齢区分

３４５，５００円４２歳１月一般行政職員

３２４，２００円４７歳７月技能労務職員

v初任給及び学歴別・経験年数別平均給料月額の状況

経験年数
初任給区分

２０年１０年２年

３６８，５００２８６，３００１９５，０００１７４，４００大学卒一般行政
職員 ３３８，９００２２７，６００１５１，８００１４１，９００高校卒

※経験年数とは、卒業後直ちに採用された場合は採用後の年数を、採用前に民間歴などの
ある場合には、その期間を換算し、採用後の年数に加算した年数をいいます。

b 特別職の報酬等の状況

期末手当給料（報酬）月額

（支給割合） 

６月期末　１.４５月分

１２月期末　１.７５月分

３月期末　０.５５月分

　　計　３.７５月分

３２０，０００議　長

報　

酬

７９８，０００町　長

給　

料

２５２，０００副議長６３９，０００助　役

２３５，０００議　員５９８，０００収入役

５９８，０００教育長

n職員手当の状況

計３月期１２月期６月期区分
期末勤

勉手当
３.７５月分０.５５月分１.７５月分１.４５月分期末手当

１.２月分－０.６月分０.６月分勤勉手当

定年勧奨自己都合退職事由

支給率退職手当

２８.８７５月２１.０月勤続２０年

４４.５５月３３.７５月勤続２５年

６２.７月４７.５月勤続３５年

６２.７月６０.０月最高限度

危険・困難・不快・不健康な業務に従事する職員に対し
て支給される手当
職員一人当たりの平均支給月額５，２００円
支給職員　２６.５%
税務職員ほか　８職種

特殊勤

務手当

正規の勤務時間を超えて勤務したときに
支給される手当
職員一人当たりの平均支給月額　３３，８００円

時 間 外

勤務手当

配偶者１６，０００円
配偶者以外の扶養親族のうち２人までそれぞれ５，５００
円、（ただし、配偶者のいない職員は扶養親族のうち１
人は１１，０００円、また、配偶者が被扶養者でない場合は、
扶養親族のうち１人は、６，５００円
その他１人につき２，０００円
扶養親族のうち満１６歳の年度始めから満２２歳の年度末
までは１人５，０００円加算

扶養手当

月額９，５００円を超える家賃を支払ってい
る職員に対し１００円～２７，０００円

借家借間
住居手当

３，５００円自　　宅

５１，０００円まで全額、５１，０００円
を超えた場合、その超えた額の
２分の１の額を５１，０００に加え
た額

交通機関等利用者

通勤手当

通勤距離に応じて２，０００円～
３２，４００円

交通用具利用者
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新
教
育
委
員
に 　
　
　
　
　
 
を
任
命

教
育
委
員
長
に
緑
川
文
男
さ

ん

就
任

曲
山
晴
次
さ

ん

岩
谷
金
良
さ

ん

　

町
教
育
委
員
長
の
吉
田
美

一
さ
ん（
沢
井
字
大
山
平
）と

前
委
員
長
の
瀬
川
洋
幸
さ
ん

（
中
野
字
鍛
冶
内
）の
任
期
満

了
に
伴
い
、９
月
定
例
議
会
で

新
教
育
委
員
に
曲
山
晴
次
さ

ん（
塩
沢
字
禿
山
）、岩
谷
金
良

さ
ん（
中
田
字
中
野
）が
同
意

さ
れ
、　

月
１
日
付
け
で
任
命

１０

さ
れ
ま
し
た
。任
期
は
４
年
で

す
。

　

曲
山
さ
ん
は
、昭
和
９
年
生

ま
れ
で
、
野
木
沢
郵
便
局
長
、

浅
川
郵
便
局
長
、福
島
県
南
部

特
定
郵
便
局
長
会
長
を
務
め

ら
れ
た
方
で
、現
在
塩
沢
行
政

区
副
区
長
と
し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

岩
谷
さ
ん
は
、
昭
和　

年
生
ま
れ
で
、
酪
農
業
の
後
継

３３

者
と
し
て
北
海
道
、ア
メ
リ
カ
研
修
を
経
て
農
業
に
従
事

し
て
お
り
、
福
島
県
酪
農
青
年
研
究
会
会
長
、
東
北
酪
農

青
年
婦
人
会
議
委
員
長
、全
国
酪
農
青
年
婦
人
会
議
委
員

を
務
め
ら
れ
た
方
で
す
。

　

ま
た
同
日
付
で
教
育
委
員
長
に
緑
川
文
男
さ
ん（
板
橋

字
舟
ノ
沢
）、同
職
務
代
理
者
に
永
沼
弥
江
子
さ
ん
（
湯
郷

渡
字
浮
庭
）が
就
任
し
ま
し
た
。
町
教
育
委
員
の
皆
さ
ん

に
は
、学
校
教
育
や
生
涯
学
習
な
ど
の
幅
広
い
分
野
で
の

教
育
行
政
全
般
に
つ
い
て
、ご
活
躍
を
い
た
だ
く
こ
と
に

な
り
ま
す
の
で
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

岩谷金良さん 曲山晴次さん

m一般行政職の級別職員数

合　計８　級７　級６　級５　級４　級３　級２　級１　級区　分

課　　長課　　長
主　　幹

課　　長
主　　幹
課長補佐
主任主査
主任主査
兼係長

主任主査
係　　長
主　　査

係　　長
主　　査主　　事主　　事主　事　補標準的な

職　　務

１２２１０１１２６２７２２１２１２２職員数 (人 )

１００８．２９．０２１．３２２．１１８．０９.９９.９1.６構成比 (%)

※一般行政職とは、税務職、医療技術職、看護・保健職、福祉職、公営企業職、技能労務職、教育公務員を除いた行政職員です。

,職員数の状況

合　計
公営企業会計部門一般

会計

特別行
政部門一般行政部門

部　門
小　計その他水　道教　育小　計土　木農林水産商工労働民生衛生税　務総務企画議　会

２２４１７６１１２０７４１１６６１５１４７７７９４２２平成１１年

２１９１７６１１２０２４３１５９１３１４６７５９４０２平成１２年

△５０００△５２△７△２０△１△２ ０△２０差　引

.定員適正化計画の年次別進捗状況

計公営企業等会計特別行政（教育委員会一般行政区　　分

前年比較職員数前年比較職員数前年比較職員数前年比較職員数部　　門

─２３５─１４─４６─１７５平成６年（計画前年 )
１２３６０１４０４６１１７６平成７年

△６２３０１１５０４６△７１６９平成８年
１２３１１１６０４６０１６９平成９年

△５２２６０１６△３４３△２１６７平成１０年
△２２２４１１７△２４１△１１６６平成１１年
△１１２２４３１７△５４１△９１６６平成７年～平成１１ 年（対平成６年比）

２２５第１次目標（平成７～１１年）
１００．４％達成率

△５２１９０１７２４３△７１５９平成１２年
２０８第２次目標（平成１２年～１６年）

９５．０%達成率

※定員適正化計画は、行政改革の方針に則り、主に定員の削減を目的とした計画です。本町では、平成７年度に策定し、平成 16年度までの 10年間に定員を 208 人とするものです。
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Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群
）
は
、
生
ま
れ
て
き
た

赤
ち
ゃ
ん
の
、
お
よ
そ
２
千
人
に
１
人
の
割
合
で
起
こ
り
ま
す
。

日
本
で
は
年
間
４
百
〜
５
百
人
ほ
ど
の
赤
ち
ゃ
ん
が
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ

て
亡
く
な
っ
て
お
り
、
１
歳
未
満
の
乳
児
の
死
亡
原
因
で
は
第

３
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

原
因
は
、
ま
だ
よ
く
分
か
っ
て
ま
せ

ん
が
、
日
ご
ろ
の
育
児
環
境
の
な
に
か

に
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
の
発
症
を
高
め
る
因
子
が

分
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

１
９
９
７
年
に
厚
生
省
研
究
班
が
行

っ
た
全
国
規
模
の
調
査
に
よ
る
と
、
う

つ
ぶ
せ
に
寝
か
せ
る
こ
と
は
、
あ
お
む

け
に
寝
か
せ
る
こ
と
に
比
べ
て
約
３
・

０
倍
、
人
工
乳
（
ミ
ル
ク
）
哺
育
の
場

合
は
、
母
乳
哺
育
に
比
べ
て
約
４
・
８

倍
、「
父
母
と
も
に
習
慣
的
喫
煙
あ
り
」

　
１８

は
「
習
慣
的
喫
煙
な
し
」
に
比
べ
て
約

４
・
７
倍
に
Ｓ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
発
症
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

①
あ
お
む
け
寝
で
育
て
よ
う
。

　

た
だ
し
、
医
学
上
の
理
由
か
ら
医
師

が
う
つ
ぶ
せ
寝
を
勧
め
る
場
合
も
あ
る

の
で
、
こ
の
よ
う
な
と
き
は
医
師
の
指

導
を
守
り
ま
し
ょ
う
。

②
タ
バ
コ
を
や
め
よ
う
。

　

妊
娠
中
や
赤
ち
ゃ
ん
の
周
囲
で
タ
バ

コ
を
吸
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

身
近
な
人
の
理
解
が
大
切
で
す
の
で
、

日
ご
ろ
か
ら
協
力
を
求
め
ま
し
ょ
う
。

③
で
き
る
だ
け
母
乳
で
育
て
ま
し
ょ
う
。

　

母
乳
が
赤
ち
ゃ
ん
に
と
っ
て
よ
い
こ

と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
。
母
乳
の

出
方
に
は
個
人
差
が
あ
り
ま
す
が
、
母

乳
が
出
る
場
合
に
は
で
き
る
だ
け
母
乳

で
育
て
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

乳
幼
児
突
然

死
症
候
群

Ｓ
Ｄ
Ｉ
Ｓ
か
ら
赤
ち
ゃ
ん
を
守
る

　

そ
れ
ま
で
元
気
だ
っ
た
乳
幼
児
が
、
睡
眠
中
に

な
ん
の
前
ぶ
れ
も
な
く
亡
く
な
っ
て
し
ま
う
病
気

で
、
窒
息
な
ど
の
事
故
に
よ
る
も
の
と
は
違
い
ま

す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
１
歳
未
満
の
赤
ち
ゃ
ん
で
、

生
後
１
〜
４
ヶ
月
ご
ろ
に
最
も
多
く
発
症
。
英
語

S
u
d
d
e
n
In
fa
n
t
D
e
a
th
S
y
n
d
ro

名
の
「 
 
 
 
 
 
   
  
 
   
 
 
  
  
 
 
 
  

m
e

 
 
」
の
頭
文
字
か
ら
、
Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
（
シ
ズ
）
と

呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

Ｓ
Ｉ
Ｄ
Ｓ
＝
乳
幼
児
突
然
死
症
候
群

��

　
ご
み
の
中
に
は
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
こ
と
の
で
き
る
「
資
源
ご
み
」
が
含
ま

れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
資
源
ご
み
は
み
ん
な
の
手
で
分
別
し
、
資
源
回
収
の
ル
ー

ト
に
の
せ
な
い
と
再
利
用
さ
れ
ま
せ
ん
。�

��

　
購
入
時
、
使
用
時
と
、
ご
み
を
出
さ
な
い
た
め
に
い
ろ
い
ろ
工
夫
し
て
き
ま
し
た

が
、
そ
れ
で
も
ご
み
は
出
て
し
ま
い
ま
す
。�

　
し
か
し
こ
の
ご
み
の
中
に
は
ま
だ
、
「
資
源
ご
み
」
が
混
じ
っ
て
い
ま
す
。
資
源

ご
み
を
分
別
し
て
資
源
回
収
に
出
せ
ば
、
さ
ら
に
ご
み
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。�

●
廃
棄
時
の
ご
み
減
ら
し
の
ポ
イ
ン
ト�

�

●
捨
て
る
と
き
の
―
工
夫�

ごみの分別一覧表�

残った�

ご　み�

資源ごみ�

資源回収へ�

缶　類�

無色の瓶�

茶色の瓶�

その他の瓶�

紙パック�

新　聞�

ダンボール�

雑　誌�

※
主
な
資
源
ご
み�

燃えるごみ�

燃えないごみ�

ごみとして集積所へ出す�

ごみとして集積所へ出す�
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町
史
編
纂
委
員
会
主
催
の
第
２
回
石
川
町
歴
史
講
座
が
９
月
５
日
、
町
中
央
公
民

館
（　

名
出
席
）
で
開
か
れ
、
講
師
の
小
豆
畑
毅
先
生
（
白
河
高
等
学
校
教
諭
）
か

５０

ら
「
南
北
朝
・
室
町
時
代
の
石
川
地
方
」
と
題
し
て
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
今

回
も
そ
の
講
演
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

兄
弟
で
争
っ
た
石
川
一
族（
南
北
朝
時
代
）

　

当
時
は
か
ぎ
ら
れ
た
所
領
を
め
ぐ
っ

て
同
族
間
で
激
し
く
争
っ
て
い
ま
し
た
。

　

一
三
三
四
（
元
弘
４
）
年
１
月

 
後  
醍  
醐 
天
皇
は
鎌
倉
幕
府
が
滅
び
た

ご 
だ
い 
ご

の
で
年
号
を 
建  
武 
と
改
め
、
天
皇
に
よ

け
ん 
む

る
新
し
い
政
治
を
始
め
ま
し
た
。（
建
武

の
新
政
）
し
か
し
公
家
や
武
士
の
中
か

ら
役
職
や
恩
賞
を
め
ぐ
っ
て
不
満
が
ふ

き
だ
し
ま
し
た
。 
北  
条  
高  
時 
の
子

ほ
う 
じ
ょ
う 
た
か 
と
き

 
時  
行 
が
再
興
を
は
か
っ
た 
中  
先  
代 
の

と
き 
ゆ
き 

な
か 
せ
ん 
だ
い

乱
を
機
に
足
利
尊
氏
は
反
天
皇
の
兵
を

挙
げ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
石
川
氏
の
惣

領
と
み
ら
れ
る
、 
石  
川  
義  
光 
は
一
族
を

い
し 
か
わ 
よ
し 
み
つ

率
い
て 
新  
田  
義  
貞 
軍
に
加
わ
り
鎌
倉

に
っ 
た 
よ
し 
さ
だ

攻
め
に
参
戦
し
ま
し
た
。
そ
の
後
義
光

は
尊
氏
と
行
動
を
共
に
し
、
足
利
軍
の

一
員
と
し
て
後
醍
醐
軍
方
と
戦
い
ま
し

た
が
、
一
三
三
六
（
北
朝
建
武
３
）
年

 
比  
叡  
山  
麓 
西
坂
本
の
合
戦
で
戦
死
し

ひ 
え
い 
さ
ん 
ろ
く

ま
し
た
。
全
国
の
武
士
た
ち
は
、
京
都

北
朝
方
へ
つ
い
た
石
川
一
族

石
川
一
族
の
分
裂

に
都
を
置
く
、
足
利
氏
の
推
す

 
持  
明  
院 
統
（
北
朝
）
と
奈
良
の
吉
野

じ 
み
ょ
う 
い
ん

を
中
心
と
す
る 
大  
覚  
寺 
統
（
南
朝
）
に

だ
い 
か
く 
じ

分
裂
し
、
以
後
約　

年
間
に
わ
た
っ
て

６０

戦
乱
が
つ
づ
き
ま
し
た
。

　

建
武
新
政
府
は
、
石
川
氏
が
北
条
氏

の 
御  
内  
人 
（
家
臣
）
で
あ
っ
た
た
め
か
、

み 
う
ち 
び
と

一
三
三
四
（
建
武
元
）
年
４
月
石
川
庄

の 
鷹  
貫 
・
坂
地
・
矢
沢
の
三
郷
を
白
河

た
か 
ぬ
き

庄
に
所
領
を
も
つ 
結  
城  
宗  
広 
に
、
こ
れ

ゆ
う 
き 
む
ね 
ひ
ろ

ま
で
の
軍
功
の
恩
賞
と
し
て
与
え
ま
し

た
。
こ
の
こ
と
が
、
石
川
氏
と
結
城
白

川
氏
の
室
町
時
代
ま
で
続
く
対
立
の
原

因
と
な
り
ま
し
た
。
宗
広
は
後
醍
醐
天

皇
や
陸
奥
守 
北  
畠  
顕  
家 
と
結
び
、
奥

き
た 
ば
た
け 
あ
き 
い
え

州
南
朝
方
の
主
力
で
し
た
。
足
利
方
の

石
川
一
族
が
結
城
白
川
氏
と
戦
っ
た
た

め
か
宗
広
の
子 
親
朝 
は
、
石
川
氏
の
氏

ち
か
と
も

神
川
辺
八
幡
宮
を
焼
い
て
し
ま
い
ま
し

た
。
親
朝
は
一
三
三
五
（
建
武
２
）
年

顕
家
か
ら
「
白
河
・
高
野
・
岩
瀬
・
安

積
郡
、
石
川
・
田
村
庄
、
依
上
・
小
野

保
」
な
ど
八
郡
の 
検  
断 
職
（
軍
事
警
察

け
ん 
だ
ん

権
）
を
与
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　

こ
の
年
の　

月
石
川 
光  
念 
は
一
族

こ
う 
ね
ん

１２

を
率
い
て
北
畠
顕
家
軍
と
高
野
郡
馬
場

原
（
棚
倉
町
）
で
戦
い
、
白
河
城
に
押

し
寄
せ
ま
し
た
。
そ
し
て
光
念
は
焼
失

し
た
川
辺
八
幡
宮
に
翌
年
３
月
社
領
を

寄
進
し
ま
し
た
。

�
中
田
の
高
野
に
あ
る
興
国
三
年
（
南
朝

年
号
）
銘
板
碑

１
３
３
９
（
南
朝
延
元
４
）
年
２
月
、

北
畠
親
房
が
結
城
親
朝
を
と
お
し
て
働

き
か
け
た
結
果
、
石
川
一
族
の
中
に
南

朝
方
に
つ
い
て
旧
領
を
回
復
し
、
恩
賞

に
あ
ず
か
ろ
う
と
す
る
者
が
出
て
き
ま

し
た
。
千
石
時
光
は
北
朝
方
の
板
橋
高

光
と
実
の
兄
弟
間
で
所
領
を
め
ぐ
っ
て

争
い
ま
し
た
。
し
か
し
南
朝
方
の
中
心

で
あ
っ
た
結
城
親
朝
は
、
親
房
か
ら
の

た
び
重
な
る
援
軍
要
請
に
応
じ
な
か
っ

た
ば
か
り
か
一
三
四
三（
北
朝
康
永
２
）

年
８
月
、
つ
い
に
尊
氏
に
所
領
の 
安  
堵 

あ
ん 
ど

（
土
地
所
有
の
承
認
）
を
条
件
に
降
参

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
親
朝
と
一
緒
に

北
朝
に
降
参
し
た
石
川
一
族
に
は
、
石

川 
駿  
河  
権

守
 光
義
・
同
大
寺
孫
三
郎

す
る 
が 
ご
ん
の
か
み

 
祐  
光 
・
同
千
石
六
郎
時
光
・
同 
小  
貫 
三

す
け 
み
つ 

お 
ぬ
き

郎
時
光
ら
が
い
ま
し
た
。

宇
津
峯
山
の
攻
防

　

奥
州
の
南
朝
勢
は
伊
達
郡
の 
霊
山 
と

り
ょ
う
ぜ
ん

 
宇  
津  
峯 
が
拠
点
で
し
た
が
、
畠
山
・
吉

う 

つ 
み
ね

良
の
両
管
領
が
指
揮
す
る
足
利
方
（
白

川
・
石
川
・
相
馬
・
岩
城
氏
ら
）
の
猛

攻
を
受
け
、
一
三
四
七
（
北
朝
貞
和
３
）

年
、
両
城
と
も
陥
落
し
ま
し
た
。
そ
の

後
勢
力
を
挽
回
し
た
北
畠 
顕  
信 
（
親
房

あ
き 
の
ぶ

の
子
）
は 
守  
永  
王 
（
尊
良
親
王
の
子
、

も
り 
な
が 
お
う

宇
津
峯
宮
）
ら
と
共
に
宇
津
峯
に
た
て

こ
も
り
ま
し
た
が
、
石
川
駿
河
守
・

 
蒲  
田  
兼  
光 
ら
を
含
む
吉
良
貞
家
軍
の

か
ま 
た 
か
ね 
み
つ

猛
攻
を
受
け
、
一
三
五
三
（
北
朝
文
和

２
）
年
５
月
山
頂
に
星
ガ
城
と
呼
ば
れ

る
要
塞
を
持
つ
宇
津
峯
城
も
つ
い
に
落

城
し
、
顕
信
は
出
羽
に
逃
れ
、
田
村
氏

や
伊
達
氏
も
幕
府
に
降
参
し
南
奥
南
朝

方
の
抵
抗
は
終
わ
り
を
遂
げ
ま
し
た
。

南
朝
は
九
州
で
も
勢
力
が
衰
え
、
吉
野

で
は
よ
う
や
く
命
脈
を
保
つ
に
過
ぎ
ま

せ
ん
で
し
た
。
京
都
で
は
、
足
利 
義  
満 

よ
し 
み
つ

が
、
一
三
六
八
（
北
朝
応
安
元
）
年　
１２

月
に
三
代
将
軍
に
就
任
し
ま
し
た
。
足

利
方
の
守
護
が
権
限
を
伸
ば
し
、
公
家

や
大
社
寺
の
力
が
衰
え
、
内
乱
に
よ
っ

て
当
時
の
社
会
は
大
き
く
変
動
し
ま
し

た
。
南
北
朝
の
講
和
が
成
立
し
た
の
は
、

一
三
九
二
（
明
徳
３
）
年
の
こ
と
で
し

た
。 �

南
北
朝
騒
乱
の
舞
台
と
な
っ
た
宇
津
峯
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町
の
わ
だ
い�

「
町
の
わ
だ
い
」
は
み
な
さ
ん
の
コ
ー
ナ
ー
で
す
。�

身
近
に
行
わ
れ
て
い
る
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
や
明
る
い
話
題
な
ど
を�

役
場
総
務
課
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。�

　

９
月　

日
・　

日
、
総
合
体
育
館
で

２３

２４

第　

回
福
島
県
中
学
生
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル

１２
大
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

第　

回
国
民
体
育
大
会
を
記
念
し
、

５０

県
内
外
か
ら
３
５
０
人
が
参
加
。

　

開
会
式
で
は
大
会
長
の
西
牧
立
博
町

長
が
歓
迎
の
あ
い
さ
つ
。
続
い
て
石
川

中
学
校
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
部
主
将
の
大
竹

志
保
さ
ん
（
２
年
・
南
山
形
）
が
選
手

宣
誓
を
し
ま
し
た
。

　

９
月　

日
、
八
坂
神
社
で
町
無
形
民

１５

俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
「
中
田

の
さ
さ
ら
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

　

古
く
か
ら
伝
わ
る
こ
の
お
祭
り
は
、

五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
を
願
い
、
さ
さ

ら
を
伝
承
す
る
中
田
区
（
矢
吹
孝
司
区

長
）
が
、
区
内
７
つ
の
組
を
持
ち
回
り

で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
年
は
前
組
が
当
番
。
三
匹
獅
子
に

ふ
ん
し
た
獅
子
舞
、
結
婚
し
た
青
年
に

よ
る
神
楽
な
ど
が
神
前
に
奉
納
さ
れ
、

た
く
さ
ん
の
見
物
客
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

ま
た
今
年
は
民
俗
芸
能
を
継
承
す
る

石
川
郡
内
の
団
体
が
集
ま
り
、
民
俗
芸

能
交
流
会
（
中
田
区
、
さ
さ
ら
の
郷
づ

く
り
委
員
会
・
瀬
谷
穣
委
員
長
）
が
開

か
れ
ま
し
た
。
さ
さ
ら
の
見
学
、
祭
り

の
も
て
な
し
膳
を
復
元
し
て
の
昼
食
な

ど
、
昔
話
や
地
域
が
抱
え
る
問
題
な
ど

を
語
り
あ
い
ま
し
た
。

花名＝ムラサキシキブ花名＝ムラサキシキブ

�
さ
さ
ら
�
の
伝
統
を
継
承

石
川
中
女
子
ハ
ン
ド
が�
準
優
勝
�

　

石
川
中
男
子
は
一
回
戦
愛
宕
中
（
茨

城
）
を　

対　

で
ベ
ス
ト
８
、
準
々
決

１６

１４

勝
で
準
優
勝
の
矢
巾
北
（
岩
手
）
に　
２３

対　

で
敗
れ
ま
し
た
。
石
川
中
女
子
は

１５
初
戦
、
準
々
決
勝
で
吹
上
（
栃
木
）
を

　

対
７
、
準
決
勝
で
強
豪
の
水
海
道
西

１５（
茨
城
）
を　

対
８
で
破
り
ま
し
た
が
、

１３

決
勝
で
岩
井
（
茨
城
）
に　

対　

の
１

１４

１３

点
差
で
惜
敗
、
３
年
連
続
の
準
優
勝
と

な
り
ま
し
た
。
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９
月　

日
、
町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第

３０

２
回
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
が
開
か
れ

ま
し
た
。

　

町
内
８
つ
の
小
学
校
か
ら
９
チ
ー
ム

の
選
手
１
０
０
名
が
参
加
。
開
会
式
で

は
大
会
長
の
西
牧
立
博
町
長
ほ
か
８
名

か
ら
全
チ
ー
ム
に
タ
ス
キ
が
授
与
さ
れ
、

沢
田
小
学
校
６
年
の
江
尻
幸
紀
く
ん
、

本
間
沙
緒
里
さ
ん
が
元
気
よ
く
選
手
宣

誓
を
し
ま
し
た
。

２
時　

分
の
号
砲
で
９
チ
ー
ム
が
ス
タ

１５

ー
ト
。町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
を
ス
タ
ー
ト
・

ゴ
ー
ル
、
中
継
地
点
と
し
て
今
出
川
河

川
沿
い
を
周
回
す
る
１
区
間
１
・
５
㎞

の
コ
ー
ス
を
、
６
人
で
１
本
の
タ
ス
キ

を
沿
道
の
声
援
に
励
ま
さ
れ
な
が
ら
つ

な
ぎ
ま
し
た
。

　

後
半
選
手
層
の
厚
さ
を
見
せ
る
石
尊

ラ
ン
ナ
ー
ズ　

ス
ピ
ー
ド
が　

分
９
秒

Jr.

３８

で
２
年
連
続
の
優
勝
に
輝
き
ま
し
た
。

　
　

月
４
日
、
ク
リ
ス
タ
ル
ロ
ー
ド
で

１０
秋
の
交
通
安
全
「
鼓
笛
隊
パ
レ
ー
ド
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

石
川
文
化
幼
稚
園
、
石
川
小
学
校
、

中
谷
第
１
小
学
校
、
南
山
形
小
学
校
、

山
形
小
学
校
な
ど
か
ら
約
４
５
０
人
が

参
加
し
、
交
通
安
全
意
識
の
高
揚
を
図

り
ま
し
た
。

　

出
発
式
で
は
山
形
小
学
校
６
年
、
鈴

木
里
美
さ
ん
が
出
発
宣
言
、
テ
ー
プ
カ

ッ
ト
を
南
山
形
小
学
校
６
年
、
高
原
里

沙
さ
ん
ら
５
人
で
行
い
ス
タ
ー
ト
。
各

校
の
校
歌
な
ど
を
バ
ト
ン
、
ポ
ン
ポ
ン

を
交
え
、
見
事
な
演
奏
を
披
露
し
ま
し

た
。

　

本
部
と
な
る
東
邦
銀
行
前
に
は
、
鼓

笛
隊
パ
レ
ー
ド
を
一
目
見
よ
う
と
、
保

護
者
、
各
校
の
児
童
な
ど
大
勢
つ
め
か

け
、
子
ど
も
た
ち
の
演
奏
に
盛
ん
に
拍

手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
　

月
９
日
を
メ
イ
ン
に
、
母
畑
レ
ー

１０
ク
サ
イ
ド
セ
ン
タ
ー
で
２
０
０
０
母
衣

旗
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

小
雨
が
降
る
中
、
町
内
外
か
ら
多
く

の
人
が
訪
れ
、
い
し
か
わ
牛
焼
肉
パ
ー

テ
ィ
ー
会
場
を
は
じ
め
、
様
々
な
お
楽

し
み
コ
ー
ナ
ー
な
ど
、
大
い
に
盛
り
あ

が
り
ま
し
た
。

　

ス
テ
ー
ジ
で
は
、
石
川
空
手
道
連
盟

の
空
手
演
武
を
披
露
、
高
樹
一
郎
・
津

山
洋
子
シ
ョ
ー
や
総
合
司
会
を
務
め
る

菊
池
章
夫
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
、
仮
面

ラ
イ
ダ
ー
ク
ウ
ガ
シ
ョ
ー
が
あ
り
、
大

人
も
子
供
も
大
喜
び
。
ふ
る
さ
と
特
産

品
コ
ー
ナ
ー
も
買
い
物
客
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
第　

回
母
畑

２２

湖
畔
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
で
は
小
学
１

年
生
か
ら
成
人
の
部
ま
で
約
３
９
１
人

が
出
場
し
、
健
脚
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

石
尊
ラ
ン
ナ
ー
ズ　

ス
ピ
ー
ド
が

Jr.

�
Ｖ
2
�

�
母
衣
旗
ま
つ
り
�に
多
く
の
人
出 交

通
安
全
意
識
の
高
揚
を
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青
春
ど
真
中�

　

職
業
▽
ト
ー
タ
ー
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン

グ
�
と
い
う
、
全
国
に
あ
る
公
営
競
技

の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
業
務
運

用
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
し
て
い
る
会
社

で
す
。
私
は
、
ボ
ー
ト
ピ
ア
玉
川
に
勤

務
し
て
い
ま
す
。

★
今
、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

　

仕
事
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
今
年
買

っ
た
愛
車
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
で
す
。
ま

た
、
冬
は
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
で
す
。
今
年

の
１
月
に
骨
折
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、

そ
れ
で
も
好
き
で
す
。

★
将
来
の
夢
を
聞
か
せ
て
く
だ
さ
い

　

幸
せ
な
家
庭
を
築
き
、
金
婚
式
を
迎

堀
江　

孝
輔
さ
ん（　

歳
）●
塩
沢
字
大
日
向

２１

え
た
ら
、
ほ
の
ぼ
の
二
人
三
脚
に
出
た

い
で
す
。
ま
た
、
子
ど
も
は
競
艇
選
手

に
な
っ
て
ほ
し
い
な
？
そ
の
前
に
ハ
ッ

ピ
ー
ス
マ
イ
ル
に
応
募
し
た
い
で
す
。

★
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

み
ん
な
の
協
力
に
よ
っ
て
、
今
出
ダ

ム
が
一
刻
も
早
く
完
成
し
、
き
れ
い
で
、

安
心
し
て
飲
め
る
水
が
ほ
し
い
で
す
。

★
最
後
に
理
想
の
女
性
の
タ
イ
プ
は

　

相
手
の
こ
と
を
思
っ
て
考
え
て
く
れ

る
人
。

次
回
は
堀
江
さ
ん
の
紹
介
で

須
藤　

奈
緒
美
さ
ん
で
す
。

沢井字西ノ作�

鈴木ゆり子さん�

長
野
県

長
野
県�

長
野
県�

長野県穂高町�

◆
あ
な
た
の
故
郷
は
ど
ん
な
所
で
す
か

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
長
野
県
南
安
曇

郡
穂
高
町
で
す
。
人
口
約
３
万
人
の
ア

ル
プ
ス
と
田
園
風
景
に
調
和
し
た
清
ら

か
な
水
と
豊
か
な
保
養
温
泉
地
で
す
。

ま
た
、
ワ
サ
ビ
、
ニ
ジ
マ
ス
、
天
蚕

（
て
ん
さ
ん
）
な
ど
の
特
産
、
そ
し
て

東
洋
の
ロ
ダ
ン
と
呼
ば
れ
る
萩
原
碌
山

の
全
彫
刻
作
品
が
展
示
さ
れ
て
い
る
、

「
碌
山
美
術
館
」
を
は
じ
め
芸
術
・
文

化
の
町
と
し
て
も
知
ら
れ
、
快
適
な
環

境
か
ら
か
毎
年
人
口
が
増
加
し
て
い
て
、

県
下
町
村
で
１
位
の
規
模
に
な
っ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
観
光
客
は
年
間
１
６
０

万
人
を
超
え
ま
す
。

◆
い
つ
、
石
川
町
に
来
ま
し
た
か

　

石
川
町
に
は
１
９
４
４
年
に
結
婚
を

期
に
来
ま
し
た
。

◆
石
川
町
の
印
象
は

　

戦
争
の
中
、
毎
日
が
無
我
夢
中
で
し

た
が
、
人
情
味
が
あ
り
気
さ
く
な
人
が

多
い
せ
い
か
、
幸
せ
に
過
ご
し
て
い
ま

す
。
道
路
は
ジ
ャ
リ
道
で
、
石
川
か
ら

白
河
ま
で
日
に
数
本
バ
ス
が
通
っ
て
い

た
こ
と
を
記
憶
し
て
い
ま
す
。
当
時
は
、

近
く
に
役
場
、
学
校
、
郵
便
局
な
ど
が

あ
り
、
沢
田
村
の
メ
イ
ン
通
り
と
し
て

賑
わ
い
を
見
せ
て
い
ま
し
た
が
、
子
供

た
ち
の
数
が
減
り
寂
し
く
感
じ
て
い
ま

す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

ま
ず
人
口
減
少
に
歯
止
め
を
。
ま
た
、

少
子
対
策
、
ど
こ
に
も
負
け
な
い
特
産

品
、
観
光
地
の
整
備
を
進
め
て
欲
し
い

で
す
。

　

私
の
ふ
る
さ
と
は
、
町
外
か
ら
石
川
町
に
来
ら
れ

た
方
々
を
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。
６
地
区
を
巡
回
し
、

皆
さ
ん
の
生
ま
れ
育
っ
た
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
、
石

川
町
の
印
象
な
ど
を
お
聴
き
し
て
い
ま
す
。
登
場
し

た
い
方
は
、
総
務
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。

ppppppppppppppppppppp
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◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

◆
お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

　

子
ど
も
は
５
人
授
か
り
、
孫
が
３
人

に
な
り
ま
し
た
。

◆
結
婚
さ
れ
て

◆
結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０５０

せ
て
く
だ
さ
い

せ
て
く
だ
さ
い

藤
左
衛
門
さ
ん

　

藤
左
衛
門
さ
ん　

私
た
ち
は
昭
和　
２３

年
４
月
に
結
婚
し
ま
し
た
。
戦
争
は
学

徒
動
員
３
ヵ
月
で
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

家
族
が
多
い
中
で
食
糧
難
の
時
期
が
あ

り
ま
し
た
が
、
葉
タ
バ
コ
、
酪
農
を
営

み
生
計
を
立
て
ま
し
た
。
そ
の
後
、
家

族
、
妻
な
ど
の
理
解
を
得
て
、
葉
タ
バ

コ
農
業
を
や
め
建
設
業
に
就
労
し
ま
し

た
。
東
名
高
速
道
路
の
油
井
か
ら
御
殿

場
間
の
工
事
に
携
わ
る
な
ど
、
今
で
も

現
役
で
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

◆
お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

　

健
康
で
仕
事
が
で
き
る
こ
と
を
幸
せ

に
思
い
ま
す
。
お
盆
、
正
月
に
は
兄
弟
、

子
ど
も
、
孫
が
集
ま
る
こ
と
や
子
ど
も

た
ち
の
招
待
で
行
く
温
泉
旅
行
で
す
。

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

◆
石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

え
て
く
だ
さ
い

　

家
の
真
向
か
い
に
あ
る
金
種
滝
山
や

高
倉
山
の
紅
葉
が
好
き
で
す
。

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

◆
町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

　

バ
イ
パ
ス
建
設
後
の
開
発
や
人
口
減

少
を
抑
制
す
る
た
め
の
大
企
業
の
誘
致

な
ど
、
町
に
人
が
流
れ
込
む
よ
う
な
方

策
を
望
み
ま
す
。

このコーナーでは、�
金婚式(結婚50年)を�
迎えられたご夫婦を紹介�
していきます。�

角田 藤左衛門さん（74歳）�
キソさん（72歳）�

住所：谷沢字坂ノ下  

＜氏名＞�

H A P P YH A P P Y

　
「
ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
」
で
は
、
１
歳
か

ら
３
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
の
写
真
を
募
集

し
て
い
ま
す
。応
募
方
法
は
、お
子
さ
ん
の

写
真
、
名
前
、
誕
生
日
、
電
話
番
号
を
明

記
し
て
、
封
書
で
役
場
総
務
課
広
報
広
聴

係
ま
で
お
便
り
く
だ
さ
い
。
後
日
担
当
が

撮
影
に
お
伺
い
し
ま
す
。

　

応
募
多
数
の
場
合
は
、
掲
載
で
き
な
い

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
ご
了
承
願
い
ま
す
。

羽賀　 海 斗   　ちゃん
かい と

長久保　　　　　　　　　　
輝幸さん・かおりさんの長男
平成１１年８月１０日生まれ　　
「いっぱい遊んで、たくさん
お友だちをつくろうね！」

酒井　 陽 輝   　ちゃん
はる き

境ノ内　　　　　　　　　　
陽一郎さん・聡子さんの長男
平成１１年８月１７日生まれ　　
「元気に育ってください」
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案
内

丹
精
込
め
て
作
っ
た
「
お

米
」
は
、
計
画
流
通
米
へ

出
荷
し
ま
し
ょ
う
！

　
「
お
米
」
は
、
私
た
ち
日
本
人
の
主
食

で
あ
り
、
最
も
大
切
な
も
の
の
一
つ
で

す
。

　

食
糧
法
は
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
生
産

さ
れ
た
「
お
米
」
を
消
費
者
の
方
々
へ
、

安
定
的
に
お
届
け
す
る
制
度
で
す
。

　

そ
の
た
め
の
第
一
歩
は
、
農
家
の
皆

さ
ん
が
生
産
さ
れ
た
「
お
米
」
を
計
画

流
通
米
（
自
主
流
通
米
・
政
府
米
）
と

し
て
農
協
、
ま
た
は
取
扱
業
者
（
農
林

水
産
大
臣
に
登
録
し
た
取
扱
業
者
）
に

出
荷
し
て
い
た
だ
く
こ
と
で
す
。

「
農
協
、
ま
た
は
取
扱
業
者
と

　

出
荷
契
約
し
た
数
量
は
、
全
量

　

出
荷
し
ま
し
ょ
う
。」

　

事
前
に
稲
作
経
営
安
定
対
策
に
加
入

さ
れ
た
生
産
者
が
、
自
主
流
通
米
と
し

て
出
荷
し
、「
お
米
」
の
価
格
が
下
落
し

た
場
合
は
、
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
そ
の
下

落
分
の
８
割
ま
た
は
９
割
が
補
て
ん
さ

れ
ま
す
の
で
、
安
心
し
て
出
荷
し
て
い

た
だ
け
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

最
近
、
家
庭
の
主
婦
が
パ
ー
ト
で
勤

め
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
主
婦
が
パ
ー
ト
で
働
く

場
合
、
税
金
の
面
で
次
の
２
つ
の
こ
と

を
知
っ
て
お
く
と
良
い
で
し
ょ
う
。

１
・
パ
ー
ト
で
働
く
主
婦
自
身
に
、
税

金
が
か
か
る
か
ど
う
か
。

２
・ 
夫
の
税
金
を
計
算
す
る
と
き
に
、

配
偶
者
控
除
や
配
偶
者
特
別
控
除
を
差

し
引
く
こ
と
が
で
き
る
か
ど
う
か
と
い

う
こ
と
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
先

　

須
賀
川
税
務
署

　

�
０
２
４
８
―
７
５
―
２
１
９
４

子
…
「『
税
を
知
る
週
間
』
っ
て
な
あ

に
？
」

母
…
「
税
の
仕
組
み
や
。
暮
ら
し
と
税

の
関
わ
り
あ
い
を
み
ん
な
で
勉
強

し
ま
し
ょ
う
。
と
い
う
週
間
よ
！
」

　
　

月　

日
（
土
）
か
ら　

日
（
金
）

１１

１１

１７

ま
で
は
「
税
を
知
る
週
間
」
で
す
。

　

国
や
地
方
公
共
団
体
は
、
私
た
ち
国

民
が
豊
か
で
安
定
し
た
暮
ら
し
が
で
き

る
よ
う
に
、
い
ろ
い
ろ
な
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

税
金
は
、
そ
の
た
め
の
大
切
な
財
源

で
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
あ
な
た
も
税
金
の
仕

組
み
や
使
い
道
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま

せ
ん
か
？

　

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

最
近
の
犯
罪
は
、

・
少
年
に
よ
る
殺
人
事
件

・
悪
質
な
異
物
混
入
脅
迫
事
件

・
来
日
外
国
人
に
よ
る
組
織
犯
罪

・
銀
行
、
郵
便
局
等
金
融
機
関
を

　

狙
っ
た
強
盗
事
件

な
ど
、
凶
悪
化
、
組
織
化
、
広
域
化
、

国
際
化
等
が
一
層
進
ん
で
い
ま
す
。

　

警
察
で
は
、
事
件
の
早
期
解
決
を
め

ざ
し
て
徹
底
し
た
捜
査
活
動
を
行
っ
て

税
を
知
る
週
間

　

な
お
、
農
家
の
皆
さ
ん
が
、
計
画
流

通
米
以
外
へ
販
売
す
る
場
合
は
、「
計
画

流
通
米
」
と
し
て
、
事
前
に
届
出
を
行

う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。

●
お
問
い
合
せ
先

　

福
島
食
糧
事
務
所
郡
山
支
所

　

�
０
２
４
―
９
３
７
―
３
９
８
０

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
年
末
調
整

　

年
末
調
整
は
、
毎
月
の
給
料
や
ボ
ー

ナ
ス
か
ら
差
し
引
か
れ
た
所
得
税
と
、

１
年
間
の
給
与
総
額
に
対
す
る
年
税
額

と
の
差
額
を
清
算
す
る
も
の
で
、
サ
ラ

リ
ー
マ
ン
に
と
っ
て
は
確
定
申
告
に
代

わ
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。

●
お
問
い
合
せ
先

　

須
賀
川
税
務
署

　

�
０
２
４
８
―
７
５
―
２
１
９
４

夫
婦
と
税

犯
罪
捜
査
に
ご
協
力
を
！

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
市
民
生
活
を
脅

か
す
凶
悪
犯
人
を
一
日
も
早
く
検
挙
す

る
た
め
に
、
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

●
指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に

　

ご
協
力
を
！

●「
事
件
か
な
」と
思
っ
た
ら

　

迷
わ
ず
１
１
０
番
通
報
を
！

●
聞
込
み
捜
査
に
ご
協
力
を
！

●
被
害
に
あ
っ
た
ら
必
ず
届
出
を
！

少
年
の
薬
物
乱
用
防
止

●
少
年
の
薬
物
乱
用
の
現
状

　

平
成　

年
、　

年
と
少
年
に
よ
る
覚

１０

１１

せ
い
剤
の
検
挙
人
員
は
、
２
年
連
続
の

減
少
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
平
成

　

年
の
１
〜
６
月
末
ま
で
を
み
る
と
、

１２６
０
９
人
で
、
前
年
同
期
に
比
べ
１
８

９
人
の
増
加
と
な
っ
て
お
り
、
予
断
を

許
さ
な
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

●
警
察
の
取
り
組
み

　

警
察
職
員
を
学
校
に
派
遣
し
、
薬
物

乱
用
防
止
教
室
を
開
催

　

街
頭
補
導
活
動
な
ど
に
よ
る
早
期
発

*********************************************************************

*********************************************************************

*
*
*
*
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*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
*
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　第１２回市町村対抗福島県縦断駅伝競走大会が１１月１９日、
白河・福島間で行われます。
　当日は、白河市総合運動公園陸上競技場を午前８時に
スタートし、福島市の県庁前をゴールに熱戦が繰り広げ
られます。
　石川町選手団は、ゼッケン３０番を付け、上位入賞めざ
して１本のタスキをつなぎますので、町民の皆さんの温
かいご声援をお願いします。

第１２回ふくしま駅伝
石川町選手団

ゼッケン３０番を声援しよう！

白河市総合運動公園陸上競技場スタート
→福島県庁前ゴール

１１月１９日（日）午前８時号砲

防
犯�
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●生涯学習伝言板に掲載をご希望の方は、教育�
課・生涯学習係までお問合わせください。�
　　　　　　　�26-9136

11/2～5�

11/4～5�

11/5�

11/11�

11/12�

11/19�

11/23�

12/3

文化祭�

高校新人ハンドボール県南大会�

殿内遺跡現地説明会�

石川町町民号運行�

家庭バレーボール協会大会�

第12回ふくしま駅伝大会�

八槻市�

婦人会連絡協議会文化とスポーツの集い�

�

�

各公民館にて�

クリスタルパーク石川�

沢田新屋敷地内�

東京はとバスツアー�

クリスタルパーク石川�

白河市～福島県庁�

クリスタルロード�

中央公民館・体育館�

交
通
事
故
巡
回
相
談

●町づくりにあなたの声を！
　町政運営の基本は、町民の皆さんと共にあゆむ「参加と共
働」の町づくりです。あなたのひとことが、よりよい町をつ

くります。町づくりに対し、日ごろ感じていることをお寄せください。
●あなたの作品コーナー
　体験談、写真、イラストなど「あなたの作品」を募集します。
●広報掲載上のお願い
　匿名のご意見やおたよりは掲載しません。
　住所、氏名、年令、電話番号を明記の上お寄せください。（但し、明
記の上での匿名希望は匿名扱いにします）
　意見や要望（苦情も含む）に対しては、内容によって次のように取
り扱います。
１．回答を添えて紹介する。
２．回答というかたちをとらず、今後の町づくりの参考にする。
３．電話や手紙で回答する。
◎〒９６３９６３―７８９３７８９３　石川町役場内 広報いしかわ係までお寄せください。石川町役場内　広報いしかわ係までお寄せください。

FAX０２４７―２６―０３６０　　　　　　　  FAX ０２４７―２６―０３６０

心
配
ご
と
相
談

●
派
遣
先

　

米
国
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
州
・
ラ
ビ
ッ
ド

シ
テ
ィ

●
派
遣
期
間

　

平
成　

年
２
月
中
旬
予
定　
　

日
間

１３

１４

●
対
象
・
定
員

　
　

歳
〜　

歳
（
高
校
生
不
可
）　

名

１８

２８

２０

●
参
加
費

　
　

万
円
〜　

万
円

２９

３１

●
主
な
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、学
校
訪
問（
小
・
中
・

高
・
大
）、
ス
キ
ー
、
地
域
見
学
、
野
生

動
物
見
学
等

●
申
込
締
切

　

平
成　

年
１
月
中
旬

１３

●
お
問
い
合
せ
先

　
（
財
）
国
際
青
少
年
研
究
協
会

　

�
０
３
―
３
３
５
９
―
８
４
２
１

●
概　
　

要

　

修
業
年
限
３
年
間
の
船
員
教
育
機
関

●
募
集
人
員

　

本
科
生　

約　

名
４０

●
受
験
資
格

　

①
平
成　

年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

１３

満　

歳
以
上　

歳
未
満
の
男
女

１５

１９

　

②
中
学
卒
業
者（
見
込
の
者
を
含
む
）

●
募
集
日
程

　
【
一
般
試
験
】

　

受
付
期
間
…
平
成　

年
１
月
９
日

１３

（
火
）
〜
２
月
６
日
（
火
）

★税を納めて元気のあるゆたかな町を築きましょ
う。

★地球環境へのやさしさの配慮、まずゴミの減量化をしましょう。
★ゴミは分別して正しく出しましょう。
★愛犬の散歩時の排出物は持ち帰りましょう。
★役場への電話は、各課直通になりました。
★火災・事件・事故をなくして明るい町を築きましょう。
★火災発生場所のお問い合わせは、０２４８―７６―８１８１０２４８―７６―８１８１（消防情報案内）へ

皆さんとより良いまちづくりを

見
・
補
導

　

薬
物
乱
用
少
年
に
対
す
る
フ
ォ
ロ
ー

ア
ッ
プ

相
談

◆
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
バ
サ
ー
ス
ト
生

活
体
験
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

　

牧
場
と
田
園
の
続
く
広
大
な
大
地
、

そ
ろ
そ
ろ
秋
を
迎
え
る
バ
サ
ー
ス
ト
で

の
ん
び
り
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

●
派
遣
先

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
・
バ
サ
ー
ス
ト

●
派
遣
期
間

　

平
成　

年
２
月
中
旬
予
定　
　

日
間

１３

１０

●
対
象
・
定
員

　
　

歳
以
上
（
高
校
生
不
可
）　

名

１８

２０

●
参
加
費

　
　

万
円
〜　

万
円

２８

３０

●
主
な
内
容

　

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
、
学
校
訪
問
、
市
長

表
敬
訪
問
、
文
化
交
流
会
、
シ
ド
ニ
ー

市
内
見
学
等

●
申
込
締
切

　

平
成　

年
１
月
中
旬

１３

◆
大
草
原
の
サ
ウ
ス
ダ
コ
タ
・
ア
メ
リ

カ
ン
ラ
イ
フ
体
験

　

心
温
か
く
お
お
ら
か
な
人
々
と
の
交

流
、
ア
メ
リ
カ
の
教
育
現
場
の
見
学
、

大
自
然
の
中
で
ス
キ
ー

●
相
談
日　
　

月　

日
（
火
）

１１

２８

●
場　

所　

役
場
宿
直
室

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

�
２
６
―
２
１
１
４

●
相
談
日　
　

月
７
日
（
火
）、　

日

１１

１７

（
金
）、　

日
（
月
）

２７

●
場　

所　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

●
時　

間　

午
前　

時
〜
午
後
３
時

１０

●
お
問
い
合
わ
せ
先

　

石
川
町
社
会
福
祉
協
議
会

　

�
２
６
―
３
７
９
３

　

試
験
日
…
平
成　

年
２
月　

日（
日
）

１３

１１

　
【
推
薦
試
験
】

　

受
付
期
間
…
平
成　

年
１
月　

日

１３

１１

（
木
）
〜　

日
（
月
）

２２

　

試
験
日
…
平
成　

年
１
月　

日（
月
）

１３

２９

●
試
験
科
目

　
【
一
般
入
試
】

　

筆
記
試
験
（
国
語
、
数
学
、
英
語
）、

面
接

　
【
推
薦
入
試
】

　

作
文
、
面
接
、
書
類
審
査

●
お
問
い
合
せ
先

　

岩
手
県
宮
古
海
員
学
校
総
務
課

　

�
０
１
９
３
―
６
２
―
５
３
１
６

募
集

平
成　

年
度
冬
期
海
外

１２

派
遣
事
業
参
加
者
募
集

平
成　

年
度
国
立
宮
古

１３

海
員
学
校
生
徒
募
集
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コ

ー

ナ

ー

お
知
ら
せ�
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●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
か
ぜ
と
同
じ
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
は
高
熱
、
全
身
の

だ
る
さ
や
筋
肉
、
関
節
の
傷
み
を
伴
う
、

明
ら
か
に
か
ぜ
よ
り
重
い
病
気
で
す
。

高
齢
者
で
は
肺
炎
、
小
児
で
は
熱
性
け

い
れ
ん
の
き
っ
か
け
に
な
っ
た
り
、
脳

炎
・
脳
症
な
ど
の
思
い
合
併
症
を
伴
う

こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
に
効
く
薬
は
あ

る
？

　

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ウ
イ
ル
ス
に
効
果

の
あ
る
薬
剤
が
最
近
相
次
い
で
開
発
さ

れ
ま
し
た
。
と
こ
ろ
で
発
熱
は
体
が
ウ

イ
ル
ス
と
戦
っ
て
い
る
証
で
も
あ
り
、

強
力
な
解
熱
剤
を
多
く
使
用
し
て
、
と

に
か
く
熱
だ
け
を
下
げ
よ
う
と
す
る
よ

う
な
使
い
方
は
禁
物
で
す
。
ま
た
ア
ス

ピ
リ
ン
は
、
ラ
イ
症
候
群
と
い
う
重
篤

な
疾
患
を
、
小
児
に
引
き
起
こ
す
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
使
用
し
て
は
い
け
ま

消
費
者

�
コ

ー

ナ

ー

�

1年に1回は、心電図の検査を！�
　

健
診
の
心
電
図
の
結
果
で
要
指
導
・

要
医
療
に
な
っ
た
方
を
対
象
に
、
心
臓

病
予
防
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

心
臓
は
筋
肉
で
で
き
て
い
て
、
部
屋

が
４
つ
に
分
か
れ
て
い
ま
す
。
特
に
左

室
の
筋
肉
は
全
身
に
血
液
を
送
り
出
す

と
こ
ろ
な
の
で
、
他
の
と
こ
ろ
よ
り
周

り
の
筋
肉
は
厚
め
に
で
き
て
い
ま
す
。

心
臓
は
「
動
け
」
と
命
令
す
る
発
電
所

の
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
、
そ

の
電
流
を
伝
え
る
電
線
が
あ
り
ま
す
が
、

こ
の
電
線
も
切
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
他
で
カ
バ
ー
で
き
る
の
で
、
症

状
が
で
に
く
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

動
脈
が
硬
く
な
る
こ
と
や
、
塩
分
の

と
り
過
ぎ
、
肥
満
な
ど
に
よ
り
心
臓
の

負
担
が
増
え
て
き
ま
す
。
ま
た
、
心
臓

自
身
を
養
っ
て
い
る
血
管
が
狭
く
な
っ

た
り
、
つ
ま
っ
た
り
す
る
と
、
狭
心
症

や
心
筋
梗
塞
と
な
り
ま
す
。

　

ま
ず
は
、
動
脈
硬
化
の
予
防
が
第
１

で
、
高
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
や
高
血
圧
の

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
タ
バ
コ
、
糖
尿
病
、

肥
満
、
ス
ト
レ
ス
、
運
動
不
足
な
ど
思

い
当
た
る
と
こ
ろ
が
あ
れ
ば
、
そ
の
改

善
が
大
事
で
す
。
特
に
、
現
代
は
も
の

が
豊
富
で
食
べ
過
ぎ
て
い
る
と
の
こ
と

…
食
べ
過
ぎ
な
い
で
体
重
を
減
ら
す
こ

と
が
、
症
状
の
改
善
に
結
び
つ
き
ま
す
。

そ
し
て
、
１
年
に
１
回
は
、
心
電
図
の

検
査
を
う
け
て
確
認
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

　私たちの骨は、他の臓器と同じように、生きている細
胞でてきています。古い細胞は壊され、新しい細胞が作
られるという過程を繰り返しています。�
　先日、骨粗鬆症予防教室で、牛乳を利用した調理実習
がありました。ちょっと牛乳が苦手な方もいますが、挑
戦してみてください。�
�

〈 牛 乳 豚 汁〈 牛 乳 豚 汁 〉�
●材　料（４人分）�
　薄切り肉　　　150ｇ�
　かぼちゃ　　　1／4個�
　生しいたけ　　4個�
　にんじん　　　80ｇ�
　ごぼう　　　　150ｇ�
　サラダ油　　　大1�
�
●作り方�
①肉は一口大に、かぼちゃのところどころの皮をむいて1㎝幅に
切る。ごぼうは長めの皮切りにし、水にさらす。にんじんは乱
切り、しいたけは石づきをとって4つにそぎ切りにする。��
②鍋に油を熱し、豚肉を炒め、①の野菜を加えて強火にし、水を
加え煮立ったら中火にしてアクを取り除きながら、野菜が軟ら
かくなるまで煮る。��
③酒と牛乳1／2カップでといた味噌と残りの牛乳をいれて加え、
ひと煮立ちしたら小口切りにしたねぎを加えて火を止める。好
みで七味とうがらしをふる。�

あなたの『骨』大丈夫ですか？�
�

水　　　　　　2カップ�
牛乳　　　　　2カップ�
酒　　　　　　大2�
味噌　　　　　48ｇ�
ねぎ　　　　　4本�
七味とうがらし適宜�
�

せ
ん
。

●
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防

　

う
が
い
・
マ
ス
ク
・
手
洗
い
は
昔
か

ら
よ
く
い
わ
れ
て
い
る
予
防
法
で
す
が
、

そ
の
効
果
は
限
ら
れ
て
い
ま
す
。
科
学

的
な
方
法
と
し
て
世
界
的
に
認
め
ら
れ

て
い
る
も
の
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ

ク
チ
ン
で
す
。
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク

チ
ン
に
は
、
は
し
か
ワ
ク
チ
ン
の
よ
う

に
、
発
病
を
ほ
ぼ
確
実
に
阻
止
す
る
ほ

ど
の
効
果
は
期
待
で
き
ま
せ
ん
が
、
高

熱
な
ど
の
症
状
を
軽
く
し
、
合
併
症
に

よ
る
死
亡
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
重

い
副
作
用
の
発
生
は
、
１
０
０
万
接
種

あ
た
り
１
件
弱
で
、
広
く
使
わ
れ
て
い

る
ほ
か
の
ワ
ク
チ
ン
に
比
べ
、
や
や
少

な
い
程
度
で
す
。
高
齢
者
へ
の
ワ
ク
チ

ン
接
種
を
、
積
極
的
に
勧
め
る
方
針
が
、

現
在
検
討
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ン
フ
ル

エ
ン
ザ
に
よ
っ
て
重
症
化
が
予
想
さ
れ

る
人
に
対
し
て
、
ワ
ク
チ
ン
は
積
極
的

に
勧
め
ら
れ
る
予
防
方
法
で
す
。

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の

予
防
と
対
策
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戸
籍
の
窓
口�

９
月
１
日
か
ら
９
月
　
日
ま
で
届
出
分（
敬
称
略
）�

戸
籍
の
窓
口�

30

こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん�

氏　
　
　

名　

保　

護　

者　

住　

所

�
橋　

音
色
（
健　

一
・　

和　

）
立
ケ
岡

鈴
木　

美
菜
（　

豊　

・
礼　

子
）
中　

田

渡
邊
万
由
子
（
敏　

広
・
智　

香
）
古　

舘

南
條　

凪
沙
（　

明　

・
優　

子
）
坂　

路

前
田　

樹
里
（
隆　

範
・
佐　

織
）
新
屋
敷

鈴
木　

大
翔
（
春　

幸
・
加
奈
子
）
当　

町

吉
原
日
南
乃
（
信　

宏
・
真
由
美
）
中　

野

緑
川　

遥
香
（
好　

孝
・
か
お
り
）
古　

舘

鈴
木　

彩
月
（
貴　

史
・
志
保
子
）
沢　

井

大
内　

直
紀
（
弘　

昭
・
愛　

子
）
沢　

井

遠
藤　

生
茂
（
崇　

典
・
寿　

枝
）
沢　

井

カ
ッ
プ
ル
誕
生�

霊
よ
安
ら
か
に�

今
月
の
納
期�

国
民
年
金
（
11
月
分
）
�

国
民
健
康
保
険
税
（
5
期
分
）
�

�

固
定
資
産
税
（
3
期
分
）�

※
11
月
27
日
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う
�

　９月１４日・１５日の“石川の秋まつ

り”石都々古和気神社例大祭での

神輿パレードです。神輿は南町。

　

氏　
　
　

名　
　
　
　
　
　

住　

所

若　

松　

ナ　

ツ　
　
　
　
　

当　

町

泉　
　
　

ツ　

ヤ　
　
　
　
　

梁　

瀬

富　

永　

亀　

治　
　
　
　
　

中　

田

蕪　

木　

ハ　

ル　
　
　
　
　

南
山
形

鈴　

木　

政　

雄　
　
　
　
　

中　

野

矢　

内　

ツ
ケ
ヨ　
　
　
　
　

和　

久

　

新　

郎　

新　

婦　
　
　
　

住　

所

　

佐　

藤　
　

崇　
　
　
　
　

板　

橋

　

酒　

井　

明　

子　
　
　
　

郡
山
市

　

生
田
目　

信　

宏　
　
　
　

沢　

井

　

橋　

本　

亜　

希　
　
　
　

郡
山
市

　

力　

丸　

秀　

和　
　
　
　

長
久
保

　

山　

本　

美
由
紀　
　
　
　

長
久
保

　

大　

串　

健　

一　
　
　
　

長
久
保

　

�　

木　

喜　

子　
　
　
　

長
久
保

〔 〔〔

保だより�

　保険税を納めないでいると、国保の運営が危
機に陥ってしまわないとも限りません。�
　災害等政令で定めた特別の事情がないのに、
長い間保険税を滞納し、納付相談などにも応じ
ない世帯には、やむを得ず次のような措置をと
ることがあります。�

世帯主自身が会社勤
めなどで国保の被保
険者でない場合で
も、納税の義務は世
帯主にあります。�

国民健康保険税を�
長い間滞納すると…�

保険証を�
返してもらう�

１により、医療費が一旦全額自己�
負担になる�

国保の保険給付が差し止めになる� 財産差し押さえなどの処分を受ける�

1 2
3 4

滞納した保険税が完納
されたり、額が著しく
減少したとき。また特
別の事情が認められた
ときは、改めて保険証
が交付されます。�

納付義務は世帯主に�

〔

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||||

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|
|

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

大人自身が、
社会の基本的なルールを

身をもって
次の世代に伝えよう

全国青少年健全育成強調月間１１　月
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�

町の人口�
住民基本台帳�

（10月1日現在）�
19,882人（－13）�

9,720人（ － 3）�

10,162人（－ 10）�

5,549戸（－ 11）�

（　）内前月比　　�

男�

女�

世帯数�

うつくしま未来博�
2001年開催�

花期は8月～10月。山地の林
の中に生える多年草。別名で
「おく紅葉白熊」と呼ばれ、
紅葉のような葉が印象的。モ
ミジハグマが母種ですが、西
日本に分布するという。�

写真提供/関根政信さん� オクモミジバカマ（キク科）�

　野木沢小と併設された町内で唯一の
公立幼稚園には、5歳児が25人入園
しています。広い園庭をかけまわり、
豊かな自然の中で、心も体ものびのび
と元気に過ごしています。�

164

　
い
ろ
い
ろ
な
さ
か
な
や
ク
ラ
ゲ

に
あ
え
て
お
も
し
ろ
か
っ
た
。
ウ

ニ
を
さ
わ
っ
た
け
ど
、
ム
ニ
ャ
ム

ニ
ャ
し
て
い
た
よ
。�

「
ア
ク
ア
マ
リ
ン
ふ
く
し
ま
の
水
族
館
に
遠
足
」�

（
5
歳
）
�

　
ト
ド
が
い
き
を
し
て
お
よ
い
で

い
る
の
が
、
す
ご
か
っ
た
よ
。
あ

と
、
カ
メ
は
ど
ん
ど
ん
お
く
に
い

っ
て
、
み
え
な
く
な
っ
ち
ゃ
っ
た
。

エ
ビ
も
お
よ
い
で
い
た
よ
。�

（
6
歳
）
�

●
編
集
と
発
行　

福
島
県
石
川
郡
石
川
町
役
場
総
務
課
�（
０
２
４
７
）２
６
―
２
１
１
２　

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
６
―
０
３
６
０　

●
印
刷　

株
式
会
社
民
報
印
刷

●U  

R
L
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９
月
か
ら
町
内
で
は
い
ろ
い
ろ
な
イ

ベ
ン
ト
が
多
く
、
休
日
は
取
材
で
大
忙

し
。　

月
ま
で
は
こ
ん
な
感
じ
か
な
？

１１

ど
ん
な
イ
ベ
ン
ト
で
も
友
達
や
家
族
で

出
か
け
る
機
会
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

段
取
り
役
の
人
は
大
変
だ
け
ど
、
行
く

だ
け
だ
っ
た
ら
…
楽
し
い
。
し
か
し
秋

ま
つ
り
の
よ
う
に
、
確
か
に
準
備
す
る

の
は
大
変
、
た
い
へ
ん
。
で
も
、
み
ん

な
と
で
き
る
こ
と
と
言
っ
た
ら
、
担
ぎ

手
で
す
。
集
団
で
何
か
に
取
り
組
む
機

会
が
少
な
く
な
っ
た
現
代
に
、
熱
く
燃

え
あ
が
る
す
ば
ら
し
い
伝
統
が
あ
る
町

を
誇
り
に
思
い
ま
す
。　
（
迎　

茂
城
）
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